
平成２７年度 学力向上アプローチ事業 研究指定校のまとめ      別紙様式 

学校名 

（児童数）   
豊郷町立豊郷小学校 

（254人） 

（本研究に係る問い合わせ先） 

所  在  地：滋賀県犬上郡豊郷町石畑 522 

電話番号：０７４９－３５－２０１０ 

【研究の目的，研究内容】 

（１）研究主題 

算数科の基礎・基本の力を身につけ、活用できる子どもの姿を求めて 

～「できた」「わかった」を実感できる算数科の学習を通して～ 

（２）研究主題設定の理由 

 本校では、平成 25 年度から県教委指定の学力向上アプローチ事業を受けて、算

数科を中心にした学力向上に向けた授業改善に取り組んでいる。主に、『ねらい

に沿った評価問題の作成』『ペア学習・小集団・全体交流での話し合い活動の工

夫』『子どもの思考過程がわかり、振り返ることができるノートの工夫（豊小ス

タンダード）』『家庭における学習時間の確保と自主学習の充実に向けた工夫』

について意思統一を図り、共通実践を積み重ねている。 

 平成 25 年度～26 年度の継続した取組の結果、徐々にではあるが成果が見え始め

てきた。毎年２月に実施している標準学力テストでは、一昨年度に比べ、昨年度

は３年生４年生６年生で、活用問題で３ポイント以上の改善が見られ、また、観

点別では、数学的な関心・意欲・態度において、３年生から６年生で３ポイント

以上の改善が見られた。さらに、数学的な考え方についても、３年生４年生６年

生で改善が見られた。 

 しかし、４月実施の全国学力・学習状況調査においては、数学的な考え方で全

国平均に近付いてはいるものの、依然として下回っている。 

 この取組を生かしながら、平成 27 年度はさらに子どもたちに確かな学力をつけ

ていくために、どの子にも「できた」「わかった」を味わわせ、自信につながるように

授業改善を図り、基礎学力の定着と基礎学力を土台とした活用能力の向上につなげてい

かなければならないと考える。 

本校の学校教育目標は、『いのち・人権を大切にし、豊かな心と確かな学力を身につけ

た子どもの育成』《自信・夢・勇気・めあてとその達成》である。 

自分の考えを積極的に述べ、友だちの考えのよさを認め、力を合わせながらよりよい

考えを追求していく学習過程の中に、学校教育目標の具現化を目指すための要素がある

と考える。そして、一人ひとりが「できた」「わかった」を実感できる体験を重ねること

が、自信・夢・勇気をもった子どもたちの育成につながり、めあてを意識した取組がで

きるようになると考え、本主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３) 研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践部会 

 評価問題の作成と授業後の検証、指導内容の検討 

 ①ねらいを明確にした単元構成と授業づくり 

 ②評価問題からの授業改善 

 ③思考過程がわかり、振り返ることができるノートづくり 

（豊小スタンダードになるようなもの） 

 

家庭学習・学習環境部会 

 ①学習規律の徹底 

 ②基礎基本を大切にした家庭学習と自主学習の充実 

（家庭学習の手引きの改訂） 

 

（４）１年間の主な取組の経過 

 

 4月 22日（水） 校内研究会全体会 今年度の研究概要確認 

 6月 24日（水） 第１回校内授業研究会  

５年「図形の角の大きさ」 

 8月 21日（金） 校内研究会全体会 １学期の取り組みを振り返って 

10月  1日（木） 第２回校内授業研究会  

３年「いろいろなわり算」 

10月 28日（水） 第３回校内授業研究会  

６年「比例と反比例」 

11月 25日（水） 第４回校内授業研究会 （兼 近隣市町校公開） 

４年「式と計算の順じょ」 

 1月 27日（水） 第５回校内授業研究会  

２年「１００００までの数」 

 2月 17日（水） 第６回校内授業研究会  

１年「図をつかってかんがえよう」 

 3月  2日（水） 校内研究会全体会 今年度のまとめ及び来年度に向けて 

 

 

 

 

 

学力向上推進委員会  

校内研修部  校内研究部  少人数指導部  

授業実践部  家庭学習・学習環境部  



（５）具体的な研究内容・方法，研究を進める上での工夫点等 

①出口を意識した評価問題からの単元構成や算数的活動の工夫 

・単元のねらいに沿った単元末の評価問題を作成し、指導内容の焦点化を図る 

・既習内容と子どもの実態をふまえて、学習のねらいを明確にした授業づくりを進める 

   

  ②「できた」「わかった」を実感する授業の工夫 

   ・具体物、半具体物を使った体験的な算数的活動の工夫 

 

                           ６年生  

                          学習したことを実際に具体物（割りばしの重さと本数の

関係）を用いて確かめを行った。学習を通して課題を解決

することができたかどうか、最後まで興味を持続させること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生  

実際に、図を切ったり折ったりしながら 

考えることで、式と図を結び付けたり、 

新たな視点で考えたりするきっかけに 

なった。 

 

   ・ペア学習や小集団、全体交流での話し合い活動の充実 

 

 

 

 

 

                             ５年生  

 

 

 

 

算数グループで話し合いを進め、全体交流につなげる。意図的にグループ編成を行うこ

とで、活発な意見の交流を行える。また、グループごとに積み上げた内容を全体で交流す

ることで、多様な意見や表現の仕方を学ぶ機会になった。 

 

 

 

 
 



 

 

                                  ６年生   

                                新しい課題に対して、頭を突き合わせて考え 

                                ることで、積極的に発言したり、よりよくまとめた 

                                りしていこうとする姿が増えた。 

 

 

 

 

  ③予習、復習につながる家庭学習の充実 

   ・家庭学習、自主学習においても活用できるノートにするために豊小スタンダードになるような 

型の統一と共通実践 

 

 

１時間の基本ノートを 

           統一 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題に対する考えを 

図や式、言葉を用いて 

かくスペースを確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・教員による、毎時間のノート計画の作成 

   ・家庭における学習時間の確保と自主学習の推進 

足 し 算 作 戦

と命名 

引 き 算 作 戦

と命名 

図 も 使 っ て

考えている。 

２時／１４時間 

言葉で説明 

７時／１４時間 
矢 印 と 算 数 用 語 の

使用  

 

９時／１４時間 

図を用いて説明 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             毎日の自主学習でも、日にち・内容・めあてを書い 

ている子が増えてきた。取り組んだ時刻を記入するこ

とで、内容との整合性も確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の自主学習ノートを展示することで、他学年

の良い取り組 みを参 考にしたり、お手本となる学 習

の進 め方 を広 めたりする機 会 を設 けている。また、

紹 介 されることが、取り組 みへの意欲 向上 にもつな

がっている。 



  ④学習規律の徹底 

   ・低、中、高学年用の『勉強の約束』を作成し、全校で確認・実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤校内授業研究会における検討内容の工夫 

  ・活発な意見交流がしやすいように、グループ討議を取り入れた授業研究会を進める。 

 （経験年数によるグループでは、若手からベテランまで、予想以上に活発な意見交流になった） 

 

【研究成果と課題】 

（１）研究成果 

  ３カ年の研究指定の最終年として、昨年度に引き続いて全国学力・学習状況

調査を基に、研究内容に関わる項目についてアンケート調査（次頁参照）を３

～４年生を対象に１月に実施した。 

  その結果から、豊小スタンダードの定着を目指して全校で共通実践してきた

成果として、学習の記録のみならず、思考過程を書きとめ、振り返ることがで

きるノートづくりに関して、約 87％の児童が意識できていると回答し、昨年度

から 10％増加した。また、授業でペアやグループ、全体で話し合い活動をよく

行っていると回答した児童が約 84％と、こちらも昨年度に比べて４％増加した。

自らの考えだけにとらわれず、他者の考えから思考を深めたり広げたりするこ

とを目指して取り組んでいることが児童にも浸透しつつあることがわかる。 

  さらに、毎日の学習を確実に定着させていくために家庭学習時間（学年×１

０分）を意識させた結果、学習計画を立てて家庭学習に臨む児童が約 57％と昨

年度よりも８％増加した。３年間の取組の積み重ねによって徐々にではあるが、

児童の意識を変え、また、同時に教職員自身も積極的に取り組むようになって

きた。 

児童の意識や取り組む姿勢が変わってきたことで、保護者にも良い変化が見

られている。例年実施している保護者アンケートにおいて、「家庭学習の習慣

が身についてきたと思いますか」という項目では、今年度もわずかではあるが

増加（H.25 69.8％  → H.26 71.3％  → H27 74.5％）した。３年間の取

組に加えて、学校からの啓発活動の継続により、保護者の意識も徐々にではあ

るが変化が見られ、家庭においての励ましなども増えてきた結果である。 

 



【実施した学習アンケート】 

項目 

し て い る  

当 て は ま る  

（ 当 て は ま る ）  

ど ち ら か と  

い え ば し て い る  

（ 当 て は ま る ）  

ど ち ら か と  

い え ば し て い な い  

（ 当 て は ま ら な い ）  

全 く し て い な い  

（ 当 て は ま ら な い ）  

そ の 他  

①自分で計画を立てて、家で

勉強していますか。 

21.1％  

 

28.9％  

27.8％  

 

27.7％  

39.1％  

 

25.2％  

12.0％  

 

15.7％  

‐ 

 

2.5％  

②家で、学校の宿題をしてい

ますか。 

82.0％  

 

82.6％  

13.5％  

 

10.6％  

3.8％  

 

4.3％  

0.8％  

 

2.5％  

‐ 

 

０％ 

③授業では、学級の友だちと

の 間 で 話 し 合 う 活 動 を よ

く 行 っ て い る と 思 い ま す

か。 

35.3％  

 

41.5％  

45.1％  

 

42.8％  

12.0％  

 

10.1％  

7.5％  

 

5.7％  

‐ 

 

０％ 

④授業の始めに、目標（めあ

て・ねらい）が示されてい

ると思いますか。 

62.1％  

 

70.0％  

27.3％  

 

19.4％  

8.3％  

 

8.1％  

2.3％  

 

2.5％  

‐ 

 

０％ 

⑤ 感 想 文 や 説 明 文 を 書 く こ

とは難しいと思いますか。 

38.6％  

 

30.6％  

19.7％  

 

30.6％  

18.2％  

 

23.6％  

23.5％  

 

14.6％  

‐ 

 

0.6％  

⑥授業などで、自分の考えを

他の人に説明したり、文章

に 書 い た り す る こ と は 難

しいと思いますか。 

28.8％  

 

29.6％  

30.3％  

 

35.8％  

23.5％  

 

20.1％  

17.4％  

 

13.8％  

‐ 

 

0.6％  

⑦ 算 数 の 授 業 で 問 題 の 解 き

方 や 考 え 方 が 分 か る よ う

に ノ ー ト に 書 い て い ま す

か。 

43.9％  

 

51.9％  

32.6％  

 

35.0％  

18.2％  

 

8.8％  

5.3％  

 

3.1％  

‐ 

 

1.3％  

＊上段…昨年度（‐は調査なし）  下段…今年度 

 

（２）課題等 

 ・具体物、半具体物を使った体験的な算数的活動の工夫について 
   授業中に、学習内容に応じて具体物を操作したり、視覚的に示したりしてきた。

理解をさせる上で有効な手立てではあったが、人数分、クラス分など物理的にそろ

っていなかったり、準備が難しいものがあったりした。今後、順次、製作するなど

解決方法を考えていきたい。  
 
 ・ペア学習や小集団、全体交流での話し合い活動の充実について 

   ペアやグループでの活動の際に、ノートを示しながら説明する姿は定着しつつあ

るが、今後は、さらに比較して聞いたり、分からないことを質問したりするような

活発な交流になるための工夫を考えていきたい。  
 
 ・家庭学習、自主学習においても活用できるノートにするために豊小スタンダードになるような 

型の統一と共通実践について 

   本校としてのノートの型が定着しつつあり、児童の意識の高まりも感じている。



しかし、今後、さらに質の高いものにしていくために、今の基本の上に、自分に必

要な情報を加筆できるよう引き続き指導をしていく必要がある。また、ノートを自

分専用の参考書（間違いの傾向を知るための）にしていくために、間違いを残して

いくことも大事であることの意識化を進めていく必要がある。  
 
 ・家庭における学習時間の確保と自主学習の推進について 
   家庭学習についての児童の意識は向上してきている。保護者の意識についても、

昨年度、一昨年度に比べて徐々にではあるが改善傾向にある。しかし、依然として

約 25%の保護者の方が家庭学習の習慣化が図られていないと感じておられる現状が

ある。家庭学習をすることが特別なことではなく、どの児童にとっても当たり前の

ことになり、児童が自ら計画を立てて家庭学習ができるように働きかけるとともに、

保護者にも関心をもっていただけるように学校からの声かけを含めた啓発活動を行

っていく必要がある。  


